
八
三

明
治
期
の
道
頓
堀
と
劇
場

―
弁
天
座
の
建
設
を
め
ぐ
っ
て
―

藤
　
岡
　
真
　
衣

は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
、
芝
居
町
と
し
て
発
展
し
た
大
坂
の
道
頓
堀
は
、
明
治
期
以
降
も
興
行

が
行
な
わ
れ
、
多
く
の
人
び
と
で
賑
わ
っ
た
。
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
の
時
点
で
、

道
頓
堀
川
の
南
側
に
は
西
か
ら
、
筑
後
の
芝
居
、
中
の
芝
居
、
角
の
芝
居
、
若
太
夫

の
芝
居
、
竹
田
の
芝
居
の
五
つ
の
劇
場
が
興
行
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
休
止
し
て
い

た
角
丸
の
芝
居
が
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
五
月
に
朝
日
座
と
改
称
し
て
新
築
開

場
し
、
六
つ
の
劇
場
が
道
頓
堀
に
軒
を
連
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
（
図
1
）。

　

道
頓
堀
は
、
江
戸
時
代
は
も
と
よ
り
、
明
治
期
以
降
も
た
び
た
び
火
災
に
遭
い
、

劇
場
は
焼
失
と
再
建
を
繰
り
返
し
た
。
火
事
の
後
に
廃
れ
た
劇
場
も
あ
り
、
若
太
夫

の
芝
居
か
ら
改
称
し
た
阪
恵
座
は
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
焼
失
し
た
後
、

再
び
開
場
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

特
に
竹
田
の
芝
居
は
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
一
月
の
火
災
で
焼
失
し
、
新
築

落
成
し
た
同
年
四
月
に
劇
場
か
ら
出
火
し
て
再
び
焼
失
し
た
。
さ
ら
に
、
弁
天
座
と

改
称
し
た
後
も
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
五
月
に
火
事
で
全
焼
し
、
十
月
に

再
建
さ
れ
て
い
る
。

　

弁
天
座
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、

高
谷
伸
氏
の
『
明
治
演
劇
史
伝
（
上
方

篇①

）』
や
堂
本
寒
星
氏
の
『
増
補
改
訂　

上
方
演
劇
史②
』
な
ど
で
触
れ
ら
れ
て
お

り
、
同
劇
場
の
座
主
で
あ
る
尼
野
氏
に

つ
い
て
は
、
木
村
錦
花
氏
の
『
興
行
師

の
世
界③

』
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
『
近
代
歌
舞
伎
年
表　

大
阪

篇④
』
に
、
弁
天
座
で
上
演
さ
れ
た
演
目

と
と
も
に
、
劇
場
の
焼
失
や
再
建
の
時

期
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
当
時
の
弁
天
座
の
再
建
や

改
築
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
点
も
多
い
。

　

関
西
大
学
な
に
わ
大
阪
研
究
セ
ン
タ

ー
に
は
、「
大
阪
の
劇
場
大
工 

中
村
儀

筑後の芝居 

西 東
東

北

南

↓ 

戎座 

（明治 9 年 9 月改称） 

↓ 

浪花座 

（明治 20 年 10 月改称） 

中の芝居 

↓ 

中座（中劇場） 

（明治19年11月改称） 

角の芝居 

↓ 

角劇場 

（明治 19 年 1 月改称） 

↓ 

角座 

（明治 33 年 2 月改称） 

角丸芝居 

↓ 

朝日（旭）座 

（明治10年5月改称） 

若太夫の芝居 

↓ 

阪恵（栄）座 

（明治 9 年 5 月改称） 

※明治 11 年 9 月に

焼失後、再建されず

竹田の芝居 

↓ 

弁天座 

（明治 9 年 11 月改称） 

道 頓 堀 川 
日
本
橋

相
合
橋

太
左
衛
門
橋

戎

　橋

（図 1 ）　明治期の道頓堀の劇場
（「大阪市劇場史略図―近代歌舞伎年表　大阪篇　第９巻付録―」 
〔国立劇場近代歌舞伎年表編纂室編『近代歌舞伎年表 大阪篇 第９巻
〔別冊〕』八木書店、1995年〕をもとに作成）
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に
は
、
竹
田
の
芝
居
か
ら
弁
天
座
と
改
称
し
て
開
場
し
た
。

　

同
劇
場
の
持
ち
主
に
つ
い
て
は
、
の
ち
の
資
料
に
な
る
が
、『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
明

治
二
十
七
年
五
月
七
日
付
）
に
よ
る
と
、「
明
治
九
年
四
月
中
今
の
座
主
尼あ
ま

野の

吉き
ち

郎ろ

兵べ

衛ゑ

が
買
取
り
て
後
更
に
弁
天
座
と
改
称
し
た
り
と
云
ふ
」
と
あ
り
、
少
な
く
と
も
明
治

九
年
四
月
の
時
点
で
、
劇
場
は
尼
野
吉
郎
兵
衛
の
所
有
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る⑧
。

　

尼
野
吉
郎
兵
衛
が
座
主
で
あ
っ
た
明
治
二
十
八
年
ま
で
の
間
に
、
弁
天
座
は
二
度

の
工
事
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
最
初
が
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
五
月
の

改
築
で
あ
っ
た
。
そ
の
経
過
を
つ
ぎ
に
み
て
み
た
い
。

二
　
明
治
二
十
三
年
の
改
築
工
事

　

弁
天
座
の
改
築
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
十
二
月
三

十
一
日
に
発
行
さ
れ
た
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

道
頓
堀
の
弁
天
座
は
今
回
東
京
の
歌
舞
伎
座
に
模
し
改
築
す
る
の
見
込
に
て
同

座
主
な
る
同
区
御
蔵
前
町
天
野
吉
兵
衛
氏
は
実
地
検
分
の
為
め
此
程
大
工
を
東

上
せ
し
め
し
よ
し

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
座
主
で
あ
る
天
野
吉
兵
衛
（
尼
野
吉
郎
兵
衛
）
は
、
東
京
の
歌

舞
伎
座
を
参
考
に
し
て
弁
天
座
を
改
築
す
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
実
地

検
分
の
た
め
に
大
工
を
東
京
へ
派
遣
し
た
。
さ
ら
に
『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
明
治
二
十

三
年
一
月
七
日
付
）
に
、
改
築
す
る
弁
天
座
の
構
造
や
そ
の
規
模
が
具
体
的
に
書
か

れ
て
い
る
。

右
衛
門
資
料⑤
」（
四
五
五
点
）（
以
下
、「
中
村
儀
右
衛
門
資
料
」と
略
す
）が
所
蔵
さ
れ
、

そ
の
な
か
に
は
、明
治
二
十
七
年
の
弁
天
座
の
新
築
工
事
に
関
わ
る
資
料
が
残
っ
て
い
る
。

　
『
近
代
歌
舞
伎
年
表　

大
阪
篇
』
の
記
述
を
除
い
て
は
、
弁
天
座
の
建
設
工
事
の
経

緯
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
調
査
・
研
究
は
、
必
ず
し
も
十
分
と
は
言
え
な
い
。
本
稿

で
は
、
弁
天
座
の
明
治
二
十
七
年
の
新
築
工
事
に
加
え
て
、
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）

の
改
築
工
事
に
着
目
し
、
当
時
の
新
聞
記
事
や
「
中
村
儀
右
衛
門
資
料
」
な
ど
を
用

い
て
、
そ
れ
ら
の
工
事
の
実
態
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

一
　
竹
田
の
芝
居
か
ら
弁
天
座
へ

　

弁
天
座
の
前
身
で
あ
る
竹
田
の
芝
居
は
、
江
戸
時
代
か
ら
道
頓
堀
に
あ
っ
た
劇
場

で
あ
る
。『
摂
津
名
所
図
会
』（
巻
之
四
、
寛
政
十
年
〔
一
七
九
八
〕
刊
）
に
は
、「
竹

田
近
江
が
機か
ら
く
り捩
戯し
ば
い場
は
諸
国
ま
で
も
聞
て
其
名
高
し
」
と
記
さ
れ
、「
東
西
辺
鄙
の
旅

人
も
竹
田
唐か
ら
く
り操
を
見
ね
バ
大
坂
へ
来
り
し
験し
る
しな
し
と
ぞ
聞
へ
し
」
と
も
い
わ
れ
る
ほ

ど
で
あ
り
、
竹
田
の
芝
居
を
見
物
す
る
オ
ラ
ン
ダ
人
た
ち
の
姿
を
描
い
た
「
竹
田
近

江
機か
ら
く
り捩

戯し
ば
い場

」
と
題
す
る
挿
画
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
浪
華
の
賑
ひ
』（
二

篇
、
安
政
二
年
〔
一
八
五
五
〕
刊
）
に
「
今
浄
留
理
或
ハ
哥
舞
妓
等
興
行
し
て
定
る

こ
と
な
し
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
末
期
に
は
、
人
形
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
が

上
演
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
明
治
元
年
の
時
点
で
は
、
歌
舞
伎
を
興

行
し
て
い
た
。

　

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
一
月
八
日
、
道
頓
堀
の
若
太
夫
の
芝
居
か
ら
出
火
し
た

火
事
で
全
焼
し
た
竹
田
の
芝
居
は⑥
、
同
年
四
月
に
新
築
開
場
し
た
が
、
ま
も
な
い
同

月
十
八
日
、
劇
場
内
で
火
事
が
発
生
し
て
再
び
焼
失
し
た⑦
。
そ
し
て
、
同
年
十
一
月
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道
頓
堀
弁
天
座
の
座
主
天
野
吉
郎
兵
衛
氏
は
兼
て
同
座
を
改
築
せ
ん
事
を
思
立

ち
其
構
造
を
東
京
の
歌
舞
伎
座
に
模
倣
す
る
筈
に
て
先
頃
上
京
な
し
右
歌
舞
伎

座
の
構
造
に
傚
ふ
て
改
築
の
設
計
を
定
め
此
両
三
日
前
帰
阪
な
せ
し
が
其
設
計

の
模
様
は
間
口
拾
間
（
旧
は
八
間
）
奥
行
廿
二
間
の
三
階
建
て
と
し
入
場
人
員

は
凡
そ
三
千
人
乃
至
四
千
人
位
迄
と
し
建
築
の
上
部
は
残
ら
ず
鉄
材
を
用
ゐ
屋

根
は
亜
鉛
を
以
て
葺
き
来
る
廿
日
頃
よ
り
其
工
事
に
着
手
し
五
月
中
迄
に
は
竣

工
せ
し
む
る
都
合
な
り
と

　

改
築
す
る
弁
天
座
の
参
考
と
な
っ
た
歌
舞
伎
座
は
、
演
劇
改
良
会⑨
に
参
加
し
た
福

地
源
一
郎
（
桜
痴
）（
一
八
四
一
～
一
九
〇
六⑩
）
が
、
演
劇
改
良
の
理
想
を
実
現
す
る

た
め
に
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
十
一
月
、
東
京
の
木
挽
町
（
現
銀
座
四
丁

目
）
に
建
設
し
た
劇
場
で
あ
っ
た
。
歌
舞
伎
座
を
設
計
し
た
の
は
建
築
家
の
高
原
弘

造
で
、
そ
の
構
造
は
木
造
三
階
造
り
の
塗
家
と
し
、
屋
根
は
桟
瓦
葺
と
亜
鉛
引
き
鉄

板
葺
で
あ
っ
た⑪
。
外
観
は
洋
風
、
内
部
は
和
風
で
、
間
口
十
五
間
、
奥
行
三
十
間
、

観
客
数
は
三
千
人
余
り
を
収
容
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た⑫
。
ま
た
、
幕
間
ご
と
に

観
客
が
休
憩
す
る
運
動
場
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
劇
場
の
上
部
と
床
下
に
は
、
場

内
の
空
気
を
常
に
新
鮮
に
保
て
る
よ
う
に
空
気
抜
き
が
つ
く
ら
れ
る
な
ど
、
衛
生
面

に
も
配
慮
し
た
構
造
で
あ
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
尼
野
吉
郎
兵
衛
は
、
歌
舞
伎
座
が
で
き
て
間
も
な
い
う
ち
に
、
大
工
に

同
座
の
実
地
検
分
を
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
歌
舞
伎
座
を
参
考
に
し
た
弁
天
座
の
設
計
は
、
改
築
前
の
建
物
よ
り
も
間
口

を
広
げ
、
三
階
建
と
し
、
三
千
人
か
ら
四
千
人
の
観
客
を
収
容
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
建
築
の
上
部
に
は
鉄
材
を
用
い
、
屋
根
は
亜
鉛
葺
と
す
る
計
画
で
、
明
治
二
十

三
年
（
一
八
九
〇
）
五
月
中
に
完
成
す
る
こ
と
を
め
ど
と
し
て
、
工
事
が
一
月
二
十

日
頃
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

そ
の
後
、
改
築
の
開
場
式
が
行
な
わ
れ
た
の
は
明
治
二
十
三
年
五
月
八
日
の
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
様
子
を
、『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
明
治
二
十
三
年
五
月
十
日
付
）
が
つ

ぎ
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

同
座
は
今
回
改
築
し
て
構
造
一
層
美
麗
な
る
が
中
に
も
舞
台
の
正
面
は
御
殿
白

木
造
り
に
し
て
皮
葺
の
屋
根
を
見
せ
か
け
両
側
の
桟
敷
及
び
向
正
面
二
階
三
階

と
も
白
木
の
欄
干
を
附
け
御
簾
を
掲
げ
殊
に
衛
生
上
注
意
を
加
へ
左
右
に
大
窓

を
明
け
空
気
の
流
通
を
計
り
し
は
頗す
こ
ぶる

改
良
の
実
効
見
え
た
り

　

さ
ら
に
、『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
明
治
二
十
三
年
五
月
十
七
日
付
）
に
弁
天
座
の
劇

評
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
な
か
に
も
新
し
い
劇
場
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

当
座
は
東
京
の
何
座
に
か
模
せ
し
も
の
ゝ
や
う
聞
き
た
れ
ど
も
、
評
者
の
見
た

る
所
に
て
は
、
京
都
の
祇
園
座
と
当
地
の
角
中
浪
華
の
諸
座
を
折
衷
せ
る
も
の
ゝ

如
く
、
中
ち
ゅ
う

芝
居
と
し
て
は
頗
る
美り
っ
ぱ麗
な
り
、
殊
に
空
気
の
流
通
に
意
を
用
ゐ
て
、

天
井
を
あ
く
ま
で
高
く
し
、
其
他
の
構
造
に
も
念
を
入
た
れ
ば
、
衛
生
の
点
は

や
ゝ
申
分
無
き
も
の
ゝ
如
し
、
只
肝
腎
な
る
舞
台
の
奥
行
き
狭
く
し
て
、
道
具

の
粧か
ざ
り
つ
け飾に
不
自
由
を
感
ず
る
如
き
、
地
面
の
狭
き
が
為
と
は
云
ひ
な
が
ら
、
他

に
比
し
て
一
の
欠
所
と
云
ふ
べ
き
か

　

こ
の
記
事
か
ら
、
東
京
の
劇
場
（
歌
舞
伎
座
）
を
参
考
に
し
て
建
て
ら
れ
た
が
、
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実
際
の
弁
天
座
は
、
京
都
の
祇
園
座⑬
と
道
頓
堀
の
角
座
・
中
座
・
浪
花
座
を
折
衷
し

た
よ
う
な
構
造
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
空
気
の
流
通
を
図
る
な
ど
、
衛
生
面
を
改

良
し
た
点
は
、
東
京
の
歌
舞
伎
座
を
参
考
に
し
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
そ
の
一
方

で
、
劇
場
の
欠
点
と
し
て
、
土
地
の
面
積
が
狭
い
た
め
、
舞
台
の
奥
行
も
狭
く
な
り
、

道
具
の
飾
り
付
け
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
開
場
後
に
尼
野
吉
郎
兵
衛
が
出
し
た
「
大
入
御
礼
」
の
新
聞
広
告⑭
に
も
、

構
造
は
堅
牢
な
る
上
空
気
の
流
通
を
専
ら
と
し
従
前
不
完
全
な
る
処
は
悉
皆
改

良
な
し
た
れ
ば
夏
季
は
殊
更
衛
生
上
無
害
の
一
大
劇
場
に
し
て
尚
亦
今
度
出
勤

の
俳
優
一
統
は
じ
め
楽
屋
其
他
の
者
に
至
る
ま
で
未
だ
一
人
の
欠
勤
も
無
之
頗

る
勉
励
仕
候

と
あ
り
、
劇
場
の
安
全
面
や
衛
生
面
が
改
良
さ
れ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
期
以
降
、
劇
場
に
と
っ
て
衛
生
面
の
対
策
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
特
に
大

阪
で
は
、
コ
レ
ラ
な
ど
の
伝
染
病
が
流
行
す
る
と
、
人
が
集
ま
る
劇
場
は
興
行
差
し

止
め
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た⑮
。
劇
場
に
関
す
る
法
令
で
あ
る
「
劇
場
取
締
規
則
」（
明

治
十
五
年
に
制
定
後
、
改
定
を
重
ね
た
）
に
も
、
場
内
の
空
気
の
流
通
を
よ
く
す
る

こ
と
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た⑯
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
弁
天
座
の
場
合
も
、
劇
場
内
の
空
気
の
流
通
を
図
る
な
ど
、
衛

生
面
に
配
慮
し
た
構
造
に
改
築
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
弁
天
座
は
、
惜
し
く
も
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
五
月
六

日
に
劇
場
内
か
ら
出
火
し
て
全
焼
し
、
そ
の
周
辺
の
人
家
ま
で
も
延
焼
さ
せ
る
事
態

と
な
っ
た
。『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
明
治
二
十
七
年
五
月
八
日
付
）
に
よ
る
と
、

一
昨
六
日
午
前
三
時
南
区
東
櫓
町
の
劇
場
弁
天
座
（
持
主
尼
野
吉
良
兵
衛
）
よ

り
火
を
失
し
同
座
全
焼
し
て
其
周
囲
の
人
家
を
撫
廻
し
猶
向
ひ
側
へ
も
延
焼
し

全
焼
二
十
七
戸
（
内
劇
場
一
箇
所
寄
席
一
箇
所
）
半
焼
十
三
戸
に
て
同
五
時
三

十
分
鎮
火
せ
り
此
日
は
幸
ひ
に
風
な
か
り
し
も
何
が
芝
居
小
屋
と
て
凄
ま
じ
き

火
勢
に
て
同
座
の
棟
落
た
る
頃
の
火
は
遠
く
大
川
近
辺
の
火
の
見
櫓
に
立
た
る

人
の
顔
を
照
し
て
眉
目
明
か
に
見
え
た
る
程
な
り
き
（
略
）
弁
天
座
は
元
竹
田

の
芝
居
と
い
ひ
し
を
明
治
九
年
四
月
に
今
の
尼
野
吉
良
兵
衛
の
手
に
買
取
り
竹

田
を
改
め
て
弁
天
座
と
称
し
興
行
し
居
り
同
二
十
三
年
劇
場
建
築
規
則
に
依
り

三
階
造
り
の
改
良
建
築
に
な
し
道
頓
堀
第
一
等
と
い
ふ
程
立
派
に
堅
牢
に
建
あ

げ
同
年
四
月
よ
り
開
場
し
て
一
昨
六
日
ま
で
五
箇
年
目
満
四
箇
年
な
り

と
あ
り
、
明
治
二
十
三
年
五
月
に
改
築
さ
れ
た
弁
天
座
が
、
堅
牢
で
評
判
の
高
い
劇

場
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
の
一
方
で
防
火
対
策
は
十
分
で
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
焼
失
し
た
弁
天
座
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
再
建
さ
れ
た
の
か
を
つ
ぎ
に

み
て
み
た
い
。

三
　
明
治
二
十
七
年
に
新
築
開
場
し
た
弁
天
座

　

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
五
月
六
日
に
焼
失
し
た
弁
天
座
の
再
建
計
画
に
つ

い
て
は
、『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
明
治
二
十
七
年
五
月
八
日
付
）
に
よ
る
と
、「
同
座
は

一
週
間
内
に
地
な
ら
し
を
終
へ
直
に
建
築
に
着
手
す
る
都
合
な
る
よ
し
」
と
記
さ
れ
、

す
ぐ
に
建
設
の
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
劇
場
の
左
右
と
後
ろ
に
煉
瓦
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塀
を
築
き
、
左
右
に
三
間
ず
つ
の
空
地
を
設
け
る
な
ど
、
防
火
対
策
を
講
じ
る
こ
と

が
条
件
に
な
っ
た⑰
。

　

焼
失
か
ら
四
日
後
の
五
月
十
日
に
は
、
大
阪
保
険
会
社
（
大
阪
保
険
株
式
会
社
）

か
ら
弁
天
座
へ
五
千
円
、
類
焼
し
た
一
戸
へ
三
百
円
、
半
焼
し
た
建
物
に
五
十
円
の

合
計
五
千
三
百
五
十
円
が
支
払
わ
れ⑱
、
そ
の
後
、
弁
天
座
の
座
主
尼
野
吉
郎
兵
衛
は
、

各
新
聞
社
に
「
弁
天
座
広
告
」
を
出
し
、
劇
場
の
再
築
と
大
阪
保
険
株
式
会
社
へ
の

謝
意
を
公
表
し
た⑲
。

　

さ
ら
に
、
劇
場
再
建
の
様
子
を
知
る
て
が
か
り
と
な
る
の
が
、『
歌
舞
伎
新
報
』
一

五
七
八
号
（
歌
舞
伎
新
報
社
、
明
治
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日
発
行
）
の
「
京
都

劇だ
よ
り信

」
の
記
事
で
あ
る
。

此
中
弁
天
座
の
焼
失
に
、
引
つ
ゞ
き
再
築
の
計
画
行
届
き
そ
の
構
造
ハ
春
木
座

の
模か

型た

を
う
つ
さ
む
と
既
に
同
座
に
改
築
せ
し
棟
梁
を
呼
び
よ
せ
た
り
と
い
へ

り
、
さ
れ
ど
此
度
は
技
師
の
干
渉
を
仰
ぎ
劇
場
の
左
右
に
運
動
場
を
設
け
ま
づ

二
万
円
以
上
の
資
金
を
投
ず
べ
き
完
全
な
る
建
築
な
ら
ね
ば
警
察
が
納
ま
ら
ざ

る
由
な
る
が
度
々
大
入
つ
ゞ
き
の
弁
天
座
な
れ
ば
座
主
の
尼
野
吉
郎
兵
衛
も
二

三
万
の
金
は
操
廻
す
と
も
振
ま
は
し
の
付
か
ぬ
は
表
構
へ
の
地
所
に
て
従
前
招か
ん

牌ば
ん

前
七
間
半
な
り
し
を
此
た
び
は
十
一
間
半
に
取
広
め
る
に
付
て
は
直
隣
り
の

浪
花
寿
し
の
家
屋
を
取
込
ま
ね
ば
な
ら
ず
然
す
れ
ば
先
づ
道
頓
堀
方
一
等
の
劇

場
と
は
な
る
べ
け
れ
ど
地
所
買
上
げ
の
談
判
纏
ま
ら
ざ
る
と
か
に
て
詰
り
痛
し

痒
し
と
い
ふ
思
入
れ
タ
ツ
プ
リ
の
辛
抱
狂
言
、
迚
も
今
年
中
に
幕
は
明
く
ま
じ

と
の
事

　

再
建
さ
れ
る
弁
天
座
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
春
木
座
を
参
考
に
す
る
た
め
、
同
座

の
改
築
に
関
わ
っ
た
棟
梁
を
呼
び
寄
せ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
技
師
の
干
渉
の
も

と
、
運
動
場
を
劇
場
の
左
右
に
設
置
す
る
こ
と
な
ど
が
、
弁
天
座
再
建
の
条
件
で
あ

っ
た
と
い
う
。

　
「
春
木
座⑳
」
と
は
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
十
二
月
に
東
京
の
本
郷
春
木
町

に
開
場
し
た
洋
風
建
築
の
劇
場
の
春
木
座
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
再
建
す
る
弁
天
座
の
表
構
え
の
土
地
を
拡
張
す
る
計
画
が
あ
り
、

劇
場
に
隣
接
す
る
店
舗
を
取
り
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
土
地
の
買
い
上
げ

を
め
ぐ
る
問
題
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
問
題
は
、
弁
天
座
の
東
隣
り

に
あ
っ
た
寿
司
屋
と
座
主
尼
野
吉
郎
兵
衛
が
所
有
す
る
貸
家
四
軒
を
取
り
崩
し
て
地

面
を
拡
げ
る
こ
と
で
解
決
し
た㉑
。

　

弁
天
座
が
焼
失
し
た
翌
月
に
は
、
再
建
の
工
事
が
本
格
的
に
始
動
し
た
こ
と
を
、

『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
明
治
二
十
七
年
六
月
十
五
日
付
）
の
記
事
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
伝

え
て
い
る
。

本
火
事
の
あ
ら
び
に
あ
は
れ
一
宵
の
廻
り
舞
台
高
堂
変
じ
て
無
惨
の
焼
土
と
化

し
た
り
し
弁
天
座
は
予
て
新
築
出
願
中
な
り
し
が
愈
よ
一
昨
十
三
日
の
日
附
に

て
建
築
を
許
可
せ
ら
れ
昨
十
四
日
座
主
尼
野
吉
郎
兵
衛
を
南
警
察
署
へ
呼
出
し

て
其
の
指
令
を
下
げ
渡
さ
れ
た
り
依
り
て
昨
日
よ
り
俄
か
に
職
工
の
人
員
を
増

し
て
賑
は
し
く
職
事
を
始
め
た
る
が
今
其
の
設
計
の
模
様
を
聞
く
に
従
前
の
地

面
三
百
零
七
坪
な
り
し
を
更
に
六
十
九
坪
を
加
へ
表
口
十
七
間
奥
行
二
十
三
間

総
坪
三
百
七
十
六
坪
と
な
し
棟
上
り
も
猶
ほ
五
尺
を
増
し
て
五
十
三
尺
の
御
殿

造
り
に
改
め
在
来
の
亜と
た
ん鉛
葺
は
兎
角
雨
音
の
烈
し
き
為
め
音
楽
舞せ
り
ふ詞
を
妨
ぐ
る
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事
あ
れ
ば
今
度
は
悉
と
く
瓦
葺
に
な
す
事
と
す
木
材
は
惣
栂と
が

造
り
に
て
天
井
は

蠟ら
ふ

色い
ろ

掾べ
り

の
枠
を
取
り
其
の
中
は
残
ら
ず
繻し
ゅ

珍ち
ん

張
と
し
桟
敷
の
力
柱
は
鉄
に
し
て

之
を
朱
塗
と
な
し
場
は
二
間
の
合
間
に
八
寸
幅
の
通
路
を
設
く
ま
た
場
の
下
も

桟
敷
の
下
も
惣
漆
喰
に
し
て
床
下
に
一
尺
五
寸
づ
ゝ
の
空
気
抜
き
を
設
け
専
ら

見
物
の
健
康
を
保
つ
事
と
し
表
三
階
の
上
部
は
運
動
場
と
し
高
津
生
玉
天
王
寺

よ
り
市
中
壱
円
を
一
眸ぼ
う

中ち
う

に
を
さ
め
遠
く
は
木
津
川
天
保
山
を
眺
む
る
事
と
す

此
の
建
坪
二
百
八
十
五
坪
に
し
て
東
西
三
間
づ
ゝ
の
空
地
へ
は
四
季
の
草
木
を

栽
込
み
便
所
は
舞
台
の
西
手
へ
廻
し
て
此
の
火
除
運
動
場
よ
り
少
し
も
見
え
ぬ

や
う
に
す
る
と
い
ふ
又
東
西
に
高
さ
十
八
尺
の
防
火
壁
を
め
ぐ
ら
し
楽
屋
の
後

部
は
残
ら
ず
土
蔵
造
り
と
し
て
専
ら
火
災
を
避
く
る
計
画
な
り
と
ぞ
座
主
は
是

非
と
も
九
月
ま
で
に
は
落
成
さ
す
る
と
て
非
常
に
工
事
を
取
急
ぎ
居
る
よ
し
な

り

　

こ
の
記
事
に
よ
る
と
、
弁
天
座
新
築
の
出
願
は
六
月
十
三
日
付
で
許
可
さ
れ
、
翌

十
四
日
に
座
主
の
尼
野
吉
郎
兵
衛
が
南
警
察
署
に
赴
い
て
建
築
許
可
の
指
令
を
受
け

た
後
、
早
速
、
職
人
の
人
数
を
増
や
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。
劇
場
の
設
計
は
、

間
口
十
七
間
、
奥
行
二
十
三
間
、
総
坪
数
三
七
六
坪
、
建
坪
数
二
八
五
坪
で
、
そ
の

構
造
は
、
瓦
葺
の
御
殿
造
り
の
建
物
で
あ
っ
た
。

　

建
築
の
木
材
に
は
栂
を
用
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。
天
井
に
つ
い
て
は
、

「
蠟
色
掾
の
枠
を
取
り
其
の
中
は
残
ら
ず
繻
珍
張
と
し
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
ふ
ち
を

蠟
色
塗
に
し
、
そ
の
枠
の
中
に
繻
珍
（
繻
子
の
地
に
数
種
の
色
糸
で
文
様
を
織
り
出

し
た
織
物
）
を
張
る
こ
と
と
し
、
和
風
の
要
素
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
桟
敷
の
柱
に

鉄
材
を
用
い
る
な
ど
堅
牢
な
構
造
に
す
る
計
画
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
劇
場
の

床
下
に
は
「
空
気
抜
き
」
を
設
け
て
場
内
の
換
気
を
図
る
な
ど
、
衛
生
面
に
も
配
慮

し
た
設
計
に
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
三
階
か
ら
は
大

阪
市
中
の
景
色
を
一
望
で
き
る
よ
う
な
構
造
に
す
る
こ
と
と
し
た
。
特
に
注
目
す
べ

き
は
、
劇
場
の
東
西
に
三
間
ず
つ
の
空
地
を
つ
く
っ
て
火
除
運
動
場
と
し
、
さ
ら
に

高
さ
十
八
尺
の
防
火
壁
を
設
け
、
楽
屋
の
後
部
は
土
蔵
造
り
に
す
る
な
ど
、
十
分
な

防
火
対
策
を
講
じ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
新
築
工
事
に
は
、
座
主
の
尼
野
吉
郎
兵
衛
の
養
子
で
あ
っ
た
尼

野
源
二
郎
（
一
八
六
六
～
一
九
二
〇
）
が
協
力
し
て
い
た㉒
。
源
二
郎
は
、
大
和
国
十

津
川
村
の
瀧
本
家
に
生
ま
れ
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
八
月
、
尼
野
吉
郎
兵

衛
の
養
子
と
な
り
、
長
女
民
子
と
結
婚
し
た
。
二
十
五
年
三
月
に
は
、
大
阪
黄
銅
株

式
会
社
支
配
人
に
就
い
た
が
間
も
な
く
辞
任
し
、
そ
れ
以
後
、
父
吉
郎
兵
衛
を
補
佐

し
て
弁
天
座
の
経
営
に
加
わ
っ
た
。

　

こ
の
弁
天
座
の
新
築
工
事
の
際
に
は
、
源
二
郎
が
故
郷
の
十
津
川
か
ら
材
木
を
取

り
寄
せ
、
毎
日
建
築
現
場
へ
出
て
工
事
を
監
督
し
た
と
い
う
。

　

弁
天
座
の
再
建
工
事
は
、
明
治
二
十
七
年
九
月
十
九
日
に
ほ
ぼ
完
成
し㉓
、
十
月
六

日
に
落
成
届
が
南
区
役
所
に
提
出
さ
れ
た㉔
。
開
場
式
は
、
十
月
十
一
日
に
行
な
わ
れ
、

「
劇
場
の
構
造
は
従
前
の
も
の
よ
り
一
層
精
密
華
麗
を
極
め
観
者
の
目
を
驚
か
し
ぬ
」

と
、『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
明
治
二
十
七
年
十
月
十
三
日
付
）
が
伝
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
新
築
の
弁
天
座
を
描
い
た
錦
絵
「
道
頓
堀
弁
天
座
演
劇
場
之
図㉕
」（
明
治

二
十
七
年
十
月
印
刷
・
出
版
、
画
者
兼
発
行
人 

玉
置
吉
兵
衛
）（
図
2
）
が
発
行
さ

れ
て
お
り
、
当
時
の
外
観
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
屋
根
は
瓦
葺
で
、
上
階
は
外
に

出
て
景
色
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
建
物
の
正
面
右
側
に
煉

瓦
塀
が
み
え
、
こ
れ
は
再
建
の
計
画
案
に
あ
っ
た
防
火
壁
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
の
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特
徴
と
し
て
は
、
屋
根
の
上
に
櫓や
ぐ
らが

あ
り
、
江
戸
時
代
の
劇
場
の
名
残
が
み
ら
れ
る㉖
。

こ
の
櫓
の
三
方
に
は
、
櫓
幕
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
正
面
中
央
あ
た

り
に
縦
長
の
看
板
が
一
つ
飾
ら
れ
、
上
演
さ
れ
る
演
目
の
場
面
を
描
い
た
絵
看
板
も

軒
下
に
い
く
つ
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
劇
場
の
周
り
に
は
、「
尼
野
君
江
」「
辨
天
座

主
」「
本
家
」
と
記
し
た
幟の
ぼ
りが

立
っ
て
い
る
ほ
か
、
提
灯
や
小
旗
も
飾
ら
れ
て
お
り
、

多
く
の
人
で
賑
わ
う
様
子
を
描
い
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
劇
場
が
新
築
落
成
し
た
翌
年
の
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
に
、
吉

郎
兵
衛
長
男
の
貴
之
（
一
八
七
六
～
一
九
四
〇
）
が
家
督
を
相
続
し
、
新
し
い
弁
天

座
の
座
主
と
な
っ
た㉗
。

　

こ
こ
ま
で
、
明
治
二
十
七
年
に
行
な
わ
れ
た
弁
天
座
の
新
築
工
事
の
経
過
を
た
ど

っ
て
き
た
が
、
設
計
に
関
わ
っ
た
人
物
に
つ
い
て
は
、
資
料
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
長

ら
く
不
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
関
西
大
学
な
に
わ
大
阪
研
究
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
す

る
「
中
村
儀
右
衛
門
資
料
」
の
な
か
に
、
大
工
・
中
村
儀
右
衛
門
と
い
う
人
物
の
履

歴
書
お
よ
び
建
設
の
明
細
書
が
残
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
儀
右
衛
門
が
こ
の
新
築
の

弁
天
座
を
設
計
・
建
設
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

つ
ぎ
に
、
中
村
儀
右
衛
門
の
履
歴
書
と
経
歴
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

四
　
大
工
・
中
村
儀
右
衛
門
と
弁
天
座
の
建
設

　

現
在
残
っ
て
い
る
「
中
村
儀
右
衛
門
資
料
」
の
な
か
に
は
、
履
歴
書
が
五
冊
含
ま

れ
て
い
る㉘
。

　

五
冊
の
履
歴
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
明
治
卅
五
年
六
月
」、「
明
治
四
十
五
年
六
月
」、

「
大
正
元
年
九
月
」、「
明
治
四
拾
壱
年
九
月
改
メ
設
計
者
履
暦
書
」
と
年
月
の
記
載
が

（図 ２ ）　「道頓堀弁天座演劇場之図」早稲田大学坪内博士記念演劇博物館所蔵
（資料番号016-1931）
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あ
る
も
の
と
、「
設
計
監
督
者
履
歴
書
」
と
記
載
の
あ
る
も
の
が
残
っ
て
い
る
。
い
ず

れ
も
罫
線
入
り
の
用
紙
を
袋
綴
じ
に
し
た
冊
子
で
、
縦
書
き
で
記
さ
れ
て
い
る
。
五

冊
の
履
歴
書
の
な
か
に
は
、
本
文
中
や
欄
外
に
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
も
あ
り
、
こ

れ
ら
は
儀
右
衛
門
が
控
え
と
し
て
保
管
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
履
歴
書
の
内
容
を
も
と
に
、
儀
右
衛
門
の
出
生
か
ら
大
正
二
年
（
一
九

一
三
）
に
か
け
て
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
、
大
阪
の
劇
場
の
設
計
・
建
設
・

修
繕
に
関
わ
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

中
村
儀
右
衛
門
（
一
八
五
二
～
一
九
二
一
）
は
、
大
坂
の
堀
江
に
生
ま
れ
、
幼
名

は
奈
良
松
と
い
っ
た
。
十
二
歳
の
と
き
に
、
父
の
も
と
で
大
工
の
修
業
を
始
め
、
製

図
法
を
学
ん
だ
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
父
が
亡
く
な
る
と
、
父
の
跡
目
を
相

続
し
て
、
儀
右
衛
門
と
名
前
を
改
め
た
。

　

そ
の
後
も
大
工
の
修
業
を
積
み
な
が
ら
、
明
治
五
年
か
ら
十
三
年
（
一
八
八
〇
）

に
か
け
て
、
京
都
・
大
阪
・
岡
山
・
熊
本
・
鹿
児
島
で
活
動
し
、
小
学
校
や
病
院
な

ど
の
公
共
の
建
物
、
個
人
の
邸
宅
な
ど
を
建
設
し
た
。

　

さ
ら
に
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
か
ら
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
に
か
け
て

は
、
東
京
を
中
心
と
し
て
活
動
し
、
皇
居
造
営
に
関
わ
る
工
事
を
は
じ
め
、
観
象
台
・

火
薬
庫
か
ら
邸
宅
に
い
た
る
ま
で
、
建
設
に
た
ず
さ
わ
っ
た
建
物
は
多
岐
に
わ
た
る
。

こ
の
間
、
儀
右
衛
門
は
、
松ま
つ

ヶが

崎さ
き

萬つ
む

長な
が

や
瀧
大
吉
な
ど
、
西
洋
の
建
築
技
術
を
学
ん

だ
建
築
家
の
監
督
の
下
で
、
建
設
の
仕
事
を
し
て
お
り
、
東
京
で
建
築
に
関
わ
る
人

脈
を
広
げ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

明
治
二
十
三
年
九
月
か
ら
二
十
四
年
四
月
に
か
け
て
東
京
の
柳
盛
座
の
建
設
に
関

わ
っ
た
後
は
、
大
阪
に
活
動
の
場
を
移
し
て
お
り
、
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
一
月

に
千
日
前
の
横
井
座
の
設
計
・
建
設
を
引
き
受
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
数

多
く
の
劇
場
の
工
事
を
て
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

大
阪
で
儀
右
衛
門
が
関
わ
っ
た
劇
場
と
し
て
は
、
道
頓
堀
の
弁
天
座
・
浪
花
座
・

角
座
、
千
日
前
の
横
井
座
・
常
盤
座
・
電
気
館
、
梅
田
の
大
阪
歌
舞
伎
、
天
満
の
天

満
座
・
老
松
座
、
松
島
八
千
代
座
、
堀
江
演
舞
場
、
玉
造
座
な
ど
が
履
歴
書
に
記
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
履
歴
書
に
記
さ
れ
た
住
所
（
大
阪
市
南
区
九
郎
右
衛
門
町
二
百

五
十
一
番
屋
敷
）
か
ら
、
儀
右
衛
門
が
道
頓
堀
を
拠
点
と
し
て
劇
場
建
設
の
仕
事
を

営
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
れ
で
は
、
儀
右
衛
門
は
い
つ
頃
、
弁
天
座
の
建
設
工
事
に
た
ず
さ
わ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。「
明
治
四
拾
壱
年
九
月
改
メ
設
計
者
履
暦
書
」
の
な
か
に
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
書
か
れ
て
い
る
。

弐
拾
七
年
五
月
市
内
道
頓
堀
弁
天
座
主
尼
野
吉
良
兵
衛
依
嘱
ニ
因
リ
弁
天
座
ヲ

新
築
設
計
ヲ
為
シ
尚
之
レ
ヲ
建
築
ス
賞
美
金
壱
百
円
ヲ
贈
与
セ
ラ
レ
ル
此
坪
数

弐
百
四
十
八
坪

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
弁
天
座
の
座
主
の
尼
野
吉
郎
兵
衛
が
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八

九
四
）
五
月
に
儀
右
衛
門
に
劇
場
の
設
計
・
建
設
を
依
頼
し
た
こ
と
に
な
り
、
劇
場

が
焼
失
し
た
同
じ
月
に
、
早
く
も
儀
右
衛
門
が
仕
事
を
請
け
負
っ
て
い
た
こ
と
に
な

る
。

五
　
弁
天
座
の
明
細
書

　

つ
ぎ
に
、「
中
村
儀
右
衛
門
資
料
」
の
う
ち
、
弁
天
座
の
劇
場
建
設
に
関
わ
る
明
細
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【表】　弁天座の明細書 3 冊の概要

資料名 寸法（cm）
（縦×横）

本文の
丁数 本文の内容（項目のみ） 記された年月

第壱号　明細書 25.8×19.5 40丁

「弁天座　表廻リ柱階下之部」「表二階梁之部」「仝表二階上建立柱之部」
「表三階梁之部」「表三階柱之部」「表小屋之部」「表三階軒廻之部」「表マ
子キ家根之部」「三階ヱン下之風窓之部」「三階ヱン廻リ部」「表三階縁側
テスリ縁無目廻リ部」「正面下割場床幷■（役ヵ）場之部」「表三階縁無
目長押外窓廻リ之部」「階下表廻リ之部」「同所表窓下之腰板之部」「表庭
廻リ敷台勘定場之部」「正面下割場天井廻リ打之部」「勘定場廻幷天井之
部」「仝庭天井之部」「階上外廻リ窓［　］之部」「仝階上内造作之部」「仝
正面幷割之部」「正面二階天井之部」「参拾参通リ弐階無目之部」「仝登リ
掛天井之部」「仝三階天井之部」「三階縁側ゟ内之部」「三階縁側三方天井
之部」「三階入側ゟ内床掛板之部」「仝三階割場床根太之部」「三階正面チ
リヨケ高■（欄ヵ）之部」「表三階天井之部」「表階下段梯子之部」「舞台
楽屋上段梯子之部」「表階上ゟ三階へ段梯子之部」「表左右本家店柱之部」

「仝二階梁之部」「仝二階柱之部」「仝小屋之部」「表軒差キ化粧野地之部」
（「裏軒差キ化粧野地之部」）「仝野々地之部」「仝表大■之部」「本家店内
造作之部」「表東テ本家店内造作之部」「本家店二階造作之部」「二階板掛
板下根太掛板之部」「仝本家二階造作之部」「仝東店二階造作之部」「建具　
※貼りこみ」「表建具之部」「鉄金物之部」「平場小屋金物之部」「舞台小
屋金物之部」「鉄柱之部」「二階桟敷金物之部」「石之部」「左官之部」「屋
根板之部（貼り込み「家根板之部」）」「屋根瓦之部※貼り込み」「工敷之部」

明治27年6月
（裏表紙）

弁天座劇場
明細書　第貮号 25.8×19.6 11丁

「土場上小屋木口」「左右軒廻リケシヨ之部」「左右桟敷浦柱之部」「桟敷
両便所之部」「左右桟敷内造作之部」「左右桟敷天井之部」「平場床廻リ之
部」「平場天井之部」「二階左右桟敷内造作之部」「左右二階桟敷幷廊下ト
モ天井廻リ之部」「平場上左右窓廻リ之部」

明治27年6月
（裏表紙）

弁天座劇場
明細書　第参号 25.7×19.5 8丁

「舞台廻リ之部」「舞台小屋木口」「舞台楽家造作」「舞台二階造作之木口」
「三階内造作之部」
※�この明細書の続きに、「辨天座表屋根修繕扣　仕様書　宗三計　四十二年五月吉

日」（23.6cm ×16.0cm）の冊子が合冊されている。

明治27年6月
（裏表紙）

凡例
　① それぞれの明細書の概要と項目のみをまとめた。
　② 明らかな誤字は修正したが、そのまま表記した箇所もある。
　③ 判読不明な箇所については、■または［　］とし、推測できる場合には（　）を付して補訂した。

書
の
概
要
を
み
て
み
た
い
。
明
細
書
は
、
建
設
に
用
い
る
材
料
お
よ
び
工
賃
な
ど
を

詳
細
に
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

劇
場
の
明
細
書
に
つ
い
て
は
三
冊
残
っ
て
お
り
、「
第
壱
号　

明
細
書
」「
弁
天
座

劇
場　

明
細
書　

第
貮
号
」「
弁
天
座
劇
場　

明
細
書　

第
参
号
」
と
そ
れ
ぞ
れ
に
表

題
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
概
要
と
項
目
を
ま
と
め
た
も
の
が
【
表
】
で
あ
る
。

三
冊
の
明
細
書
は
、
い
ず
れ
も
罫
線
入
り
の
用
紙
を
袋
綴
じ
に
し
た
冊
子
で
あ
る
。

以
下
、
こ
れ
ら
の
明
細
書
を
紹
介
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

①
「
第
壱
号
　
明
細
書
」

　

同
書
は
、
紙こ
よ
り縒

で
綴
じ
ら
れ
た
状
態
で
、
表
紙
は
な
く
、
裏
表
紙
の
み
が
つ
い
て

い
る
（
図
3
）。
裏
表
紙
を
除
い
て
、
本
文
の
丁
数
は
四
十
丁
で
あ
る
。
同
書
の
裏
表

紙
の
見
返
し
に
「
壱
号
四
拾
枚
」「
中
村
方
」
と
あ
り
、
裏
表
紙
に
「
明
治
貮
拾
七
年

六
月　

本
家　

尼
野
」（
図
4
）
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
二
十
七
年
（
一

八
九
四
）
六
月
に
、
儀
右
衛
門
が
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
一
丁
表
か

ら
四
十
丁
裏
に
か
け
て
、
劇
場
の
各
所
を
お
よ
そ
六
十
の
項
目
に
わ
け
て
、
建
設
に

必
要
な
柱
・
梁
・
桁
な
ど
の
材
質
や
長
さ
、
数
量
を
細
か
く
記
し
て
い
る
。
本
文
は
、

朱
書
き
で
加
筆
修
正
さ
れ
て
い
る
箇
所
や
付
箋
を
貼
り
つ
け
て
い
る
部
分
が
あ
る
た

め
、
設
計
時
に
作
成
さ
れ
て
控
え
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　

同
書
の
各
項
目
を
み
る
と
、
木
材
は
、
栂
・
檜
・
松
な
ど
が
多
く
使
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、「
鉄
柱
之
部
」
の
項
目
に
は
、「
左
右
桟
敷
前
側
鉄
柱
」
と

記
さ
れ
て
お
り
、
劇
場
の
各
所
に
も
金
属
製
の
材
料
を
多
く
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

内
部
構
造
を
堅
牢
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

四
十
丁
裏
の
「
屋
根
瓦
之
部
」
の
貼
り
込
み
に
、「
舞
台
屋
根
瓦
」（
九
十
壱
坪
）、「
平
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場
屋
根
瓦
」（
八
十
壱
坪
）、「
左
右
桟
敷
屋
根
瓦
」（
卅
七（
八
）坪

七
合
）、「
表
屋
根
瓦
」

（
三
十
八
坪
半
）、「（
舞
台
）
左
右
湯
殿
雪
院
（
瓦
）」（
廿
壱
坪
）、「
本
家
幷
本
店
ト

モ
瓦
」（
廿
二
坪
半
）、「
高
塀
」（
廿
間
半
）
と
あ
る
た
め
、
劇
場
の
構
造
や
規
模
が

推
測
で
き
、
舞
台
と
観
客
席
（
平
場
・
桟
敷
）
を
は
じ
め
、
舞
台
の
左
右
に
浴
室
と

便
所
、
本
家
・
本
店
な
ど
を
つ
く
る
計
画
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
明
細
書
の
末
尾
の
「
工
敷
之
部
」
か
ら
、
新
築
工
事
の
人
件
費
が

わ
か
る
。
建
坪
二
八
一
坪
で
、
大
工
は
一
坪
に
つ
き
十
八
人
と
し
、
の
べ
五
〇
五
八

人
必
要
と
な
り
、
一
人
に
つ
き
四
十
銭
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
工
の
手
間
賃

と
し
て
合
計
二
〇
二
三
円
二
十
銭
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
手
伝
い
は
一
坪
に

つ
き
十
人
と
し
、
の
べ
二
八
一
〇
人
必
要
と
な
り
、
一
人
に
つ
き
二
十
八
銭
が
支
払

わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
手
伝
い
の
手
間
賃
と
し
て
合
計
七
八
六
円
八
十
銭
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。

②
「
弁
天
座
劇
場
　
明
細
書
　
第
貮
号
」

　

同
書
の
本
文
の
丁
数
は
、
表
紙
を
除
い
て
十
一
丁
で
あ
る
。
表
紙
に
「
辨
天
坐
劇

場　

明
細
書
」
と
書
か
れ
、
朱
書
き
で
「
第
貮
号
」
と
あ
る
。
同
書
の
裏
表
紙
見
返

し
に
「
二
号　

十
一
枚
」「
中
村
方
」
と
あ
り
、
裏
表
紙
に
「
明
治
貮
拾
七
年
六
月　

本
家　

尼
野
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
同
書
も
、
明
治
二
十
七

年
六
月
に
作
成
さ
れ
、
儀
右
衛
門
が
用
い
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

本
文
の
内
容
は
、
主
に
桟
敷
や
平
場
な
ど
観
客
席
に
関
わ
る
も
の
で
、「
土
場
上
小

屋
木
口
」「
左
右
軒
廻
リ
ケ
シ
ヨ
之
部
」「
左
右
桟
敷
浦
柱
之
部
」「
桟
敷
両
便
所
之

部
」「
左
右
桟
敷
内
造
作
之
部
」「
左
右
桟
敷
天
井
之
部
」「
平
場
床
廻
リ
之
部
」「
平

場
天
井
之
部
」「
二
階
左
右
桟
敷
内
造
作
之
部
」「
左
右
二
階
桟
敷
幷
廊
下
ト
モ
天
井

（図 4 ）「第壱号　明細書」の裏表紙 
関西大学なにわ大阪研究センター所蔵

（図 3 ）「第壱号　明細書」（一丁表） 
関西大学なにわ大阪研究センター所蔵
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廻
リ
之
部
」「
平
場
上
左
右
窓
廻
リ
之
部
」
の
十
一
の
部
門
に
わ
け
て
、
工
事
に
必
要

な
木
材
と
そ
の
材
質
、
寸
法
、
数
量
な
ど
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

③
「
弁
天
座
劇
場
　
明
細
書
　
第
参
号
」

　

同
書
の
本
文
の
丁
数
は
、
表
紙
を
除
い
て
八
丁
で
あ
る
。
表
紙
に
「
辨
天
座
劇
場　

明
細
書
」
と
書
か
れ
、
朱
書
き
で
「
第
参
号
」
と
あ
る
。
同
書
の
裏
表
紙
見
返
し
に

「
三
号　

八
枚
」「
大
工
方　

中
村
所
有
」「
中
村
方
」
と
あ
り
、
裏
表
紙
に
「
明
治
貮

拾
七
年
六
月　

本
家　

尼
野
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
同
書
は
、

明
治
二
十
七
年
六
月
に
作
成
さ
れ
、
儀
右
衛
門
が
所
有
す
る
と
と
も
に
、
使
用
し
て

い
た
可
能
性
が
高
い
。
本
文
の
一
丁
表
の
冒
頭
に
「
舞
台
廻
リ
之
部
」
と
あ
り
、
八

丁
裏
ま
で
、
劇
場
の
工
事
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
必
要
な
木
材
と
そ
の
材
質
、
寸

法
、
数
量
な
ど
が
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
明
細
書
に
続
い
て
「
辨
天
座
表
屋
根
修
繕
扣　

仕
様
書
」
と
表
題
の

あ
る
冊
子
が
、
合
冊
さ
れ
て
い
る
。
本
文
の
丁
数
は
、
表
紙
と
裏
表
紙
を
除
い
て
一

丁
で
あ
る
。
表
紙
に
「
宗
三
計
」「
四
十
二
年
五
月
吉
日
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
治

四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
五
月
に
儀
右
衛
門
の
長
男
で
あ
る
宗
三
が
作
成
し
、
の
ち

に
明
細
書
の
後
ろ
に
綴
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
三
冊
の
明
細
書
は
、
弁
天
座
の
建
設
に
関
わ
る
材
料
と
そ
の

材
質
・
数
量
な
ど
を
詳
細
に
記
し
た
も
の
で
、
明
治
二
十
七
年
五
月
に
劇
場
が
焼
失

し
た
後
、
翌
六
月
に
作
成
さ
れ
、
儀
右
衛
門
が
用
い
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
裏
表
紙
に
「
尼
野
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
弁
天
座
の
座

主
で
あ
る
尼
野
が
明
細
書
を
共
有
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
文
中
の
加
筆
修
正
を
含
め
て
、
今
後
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
各
書
の
本
文
の
項
目
を
確
認
す
る
だ
け
で
も
、
劇
場
の
構

造
や
規
模
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

弁
天
座
の
明
細
書
の
ほ
か
に
、「
中
村
儀
右
衛
門
資
料
」
の
な
か
に
は
、「
弁
天
座
」

と
記
し
た
平
面
図
（
図
5
）
や
、
弁
天
座
に
関
わ
る
建
築
図
面
も
残
っ
て
い
る
。
作

成
さ
れ
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
今
後
は
、
弁
天
座
の
明
細
書
な
ど
と
照
合
し
て
、

そ
れ
ら
の
図
面
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（図 5 ）弁天座図面「小屋伏　尺度百分之一」
関西大学なにわ大阪研究センター所蔵



九
四

お
わ
り
に

　

以
上
の
よ
う
に
、
弁
天
座
は
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
と
二
十
七
年
（
一
八

九
四
）
の
二
回
に
わ
た
っ
て
建
設
工
事
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
ら
の
詳
細
を
記
し
た
新

聞
記
事
や
「
中
村
儀
右
衛
門
資
料
」
な
ど
か
ら
、
劇
場
が
ど
の
よ
う
に
建
て
ら
れ
た

の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
。

　

明
治
二
十
三
年
五
月
に
改
築
開
場
し
た
弁
天
座
は
、
東
京
の
歌
舞
伎
座
（
明
治
二

十
二
年
十
一
月
開
場
）
を
参
考
に
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

し
か
し
、
実
際
に
落
成
し
た
弁
天
座
は
、
京
都
の
祇
園
座
と
道
頓
堀
の
角
座
・
中
座
・

浪
花
座
を
折
衷
し
た
よ
う
な
構
造
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

そ
し
て
、
こ
の
と
き
改
築
さ
れ
た
弁
天
座
は
、
堅
牢
な
上
、
劇
場
内
の
換
気
を
よ

く
す
る
な
ど
衛
生
面
に
配
慮
し
た
構
造
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
う
し

た
背
景
に
は
、
当
時
の
劇
場
に
関
す
る
法
令
「
劇
場
取
締
規
則
」
に
従
っ
た
も
の
と

考
え
ら
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
劇
場
は
、
明
治
二
十
七
年
五
月
六
日
に
焼
失
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
防
火
対
策
の
面
は
十
分
で
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

焼
失
し
た
弁
天
座
は
、
た
だ
ち
に
再
建
の
計
画
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
際
に
参
考
と

な
っ
た
の
が
、
東
京
の
春
木
座
（
明
治
二
十
四
年
十
二
月
開
場
）
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
弁
天
座
の
座
主
の
尼
野
吉
郎
兵
衛
は
、
焼
失
し
て
間
も
な
い
五
月
中
に
、

大
工
の
中
村
儀
右
衛
門
に
劇
場
の
設
計･

建
設
を
依
頼
し
た
こ
と
が
、
儀
右
衛
門
の

履
歴
書
か
ら
判
明
し
た
。

　

儀
右
衛
門
は
、
す
で
に
、
明
治
二
十
六
年
一
月
か
ら
、
千
日
前
の
横
井
座
の
設
計
・

建
設
を
引
き
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
弁
天
座
の
座
主
も
儀
右
衛
門
の
大
工
と
し
て

の
技
量
を
認
め
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
設
計
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
の
が
、「
明
治
貮
拾
七
年
六
月
」
と
記

載
の
あ
る
「
第
壱
号 

明
細
書
」「
弁
天
座
劇
場 

明
細
書 

第
貮
号
」「
弁
天
座
劇
場 

明

細
書 

第
参
号
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

弁
天
座
の
再
建
工
事
は
、
設
計
の
時
点
か
ら
、
衛
生
面
に
配
慮
す
る
だ
け
で
な
く
、

劇
場
の
東
西
を
空
地
と
す
る
こ
と
や
、
防
火
壁
も
設
け
る
な
ど
、
十
分
な
防
火
対
策
が

講
じ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
明
治
二
十
七
年
六
月
中
旬
か
ら
本
格
的
に
工
事
が
進
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
、
劇
場
が
完
成
し
て
開
場
し
た
の
は
同
年
十
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

弁
天
座
の
明
治
二
十
三
年
の
改
築
工
事
お
よ
び
二
十
七
年
の
新
築
工
事
は
、
東
京

の
劇
場
を
参
考
に
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
劇
場
は
、
い
ず
れ
も
外
観
が
洋
風
の
建

築
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
弁
天
座
は
、
設
計
時
の
段
階
で
、
洋
風
で
は
な
く
、
和
風

建
築
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
こ
う
し
た
背
景
に
は
、
座
主
の
意

向
が
強
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
も
、
大
阪
の
劇
場
街
は
、
明
治
期
以
降
も
東
京
や
京
都
に
比

べ
て
変
化
が
少
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
特
に
演
劇
興
行
の
中
心
地
で
あ
っ
た

道
頓
堀
は
、
劇
場
の
外
観
・
構
造
も
伝
統
的
な
形
を
と
ど
め
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る㉙
。
も
ち
ろ
ん
、
道
頓
堀
で
ま
っ
た
く
洋
風
建
築
が
取
り
入
れ
ら
れ
な
か
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
の
角
の
芝
居
（
角
の
劇
場
）
は
洋

風
の
建
築
に
改
築
さ
れ
た㉚
。
こ
の
と
き
参
考
に
な
っ
た
の
は
東
京
の
新
富
座
で
あ
り
、

大
阪
の
劇
場
建
築
が
、
東
京
の
劇
場
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る㉛
。

　

し
か
し
、
道
頓
堀
に
、
本
格
的
な
洋
風
の
劇
場
で
あ
る
松
竹
座
が
建
設
さ
れ
る
の

は
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
五
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

弁
天
座
の
よ
う
に
、
東
京
の
洋
風
建
築
の
劇
場
を
参
考
に
し
て
い
た
が
、
実
際
に

は
和
風
建
築
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
道
頓
堀
の
劇
場
建
設
と
そ
の
過
程
を
知
る
重
要
な
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て
が
か
り
に
な
る
と
考
え
る
。
今
後
は
、
大
阪
の
劇
場
建
設
の
実
相
を
明
ら
か
に
す

る
上
で
、
当
時
の
新
聞
記
事
や
、
設
計
・
建
設
に
直
接
関
わ
っ
た
中
村
儀
右
衛
門
の

よ
う
な
大
工
の
存
在
に
注
目
し
、
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

註①　

高
谷
伸
『
明
治
演
劇
史
伝
（
上
方
篇
）』（
建
設
社
、
一
九
四
四
年
）。

②　

堂
本
寒
星
『
増
補
改
訂　

上
方
演
劇
史
』（
春
陽
堂
、
一
九
四
四
年
）。

③　

木
村
錦
花
『
興
行
師
の
世
界
』（
青
蛙
房
、
一
九
五
七
年
）。

④　

近
代
の
大
阪
の
興
行
界
の
動
向
や
各
劇
場
の
演
目
、
劇
場
建
設
な
ど
に
つ
い
て
は
、

国
立
劇
場
近
代
歌
舞
伎
年
表
編
纂
室
編
『
近
代
歌
舞
伎
年
表　

大
阪
篇
』（
全
九
巻
十

冊
、
八
木
書
店
、
一
九
八
六
年
～
一
九
九
五
年
）
に
詳
し
い
。

⑤　
「
大
阪
の
劇
場
大
工 

中
村
儀
右
衛
門
資
料
」
は
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）、
関

西
大
学
大
阪
都
市
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー
（
現
関
西
大
学
な
に
わ
大
阪
研
究
セ
ン
タ
ー
）

が
収
蔵
し
、
総
点
数
は
四
五
五
点
に
お
よ
ぶ
。
こ
の
資
料
群
の
概
要
お
よ
び
資
料
目
録
、

中
村
儀
右
衛
門
の
主
な
経
歴
な
ど
に
つ
い
て
は
、
藪
田
貫
・
藤
岡
真
衣
「
大
阪
都
市
遺

産
と
道
頓
堀
―
大
阪
の
劇
場
大
工 

中
村
儀
右
衛
門
資
料
の
紹
介
を
か
ね
て
―
」

（『
大
阪
都
市
遺
産
研
究
』
第
三
号
、
関
西
大
学
大
阪
都
市
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇

一
三
年
三
月
）
が
あ
る
。

⑥　
『
読
売
新
聞
』（
明
治
九
年
一
月
十
二
日
付
）。

⑦　
『
官
許　

大
坂
日
報
』（
明
治
九
年
四
月
二
十
五
日
付
）。
明
治
九
年
四
月
十
八
日
に
起

こ
っ
た
竹
田
の
芝
居
の
火
事
に
つ
い
て
は
、
川
崎
溪
雨
「
竹
田
芝
居
火
事
回
顧
」（『
上

方
』
第
六
十
四
号
、
創
元
社
、
一
九
三
六
年
）
に
詳
し
く
、
こ
の
火
事
で
多
く
の
見
物

人
が
死
傷
し
た
と
い
う
。

⑧　

尼
野
吉
郎
兵
衛
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
小
泉
幾
太
郎
編
『
日
本
之
勝
景　

一
名
帝
国
美
観
』（
帝
国
地
史
編
纂
所
、
明
治
三
十
五
年
）
の
弁
天
座
の
項
を
み
る
と
、

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
父
の
遺
業
を
継
い
で
竹
田
の
芝
居
を
興
行
し
た
と
さ
れ
、

二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
に
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
の
ち
の
資
料
に
な
る
が
、
木
村

錦
花
『
興
行
師
の
世
界
』（
青
蛙
房
、
一
九
五
七
年
）
の
「
異
色
の
尼
野
二
代
」
の
項

に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

	

　
　

�「
ぜ
ぜ
が
安
う
て
面
白
い
」
と
唄
わ
れ
た
竹
田
の
芝
居
が
弁
天
座
と
改
称
し
た
の

は
、
明
治
十
一
年
の
十
月
だ
っ
た
。
そ
の
頃
か
ら
の
持
主
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
知

ら
ぬ
が
、
座
主
の
尼
野
吉
郎
右
衛
門
は
蠟
燭
屋
が
本
業
で
あ
る
。
此
の
人
は
他
の

座
主
や
仕
打
と
ソ
リ
が
合
わ
ず
、
全
然
売
名
を
嫌
っ
て
、
黙
々
と
地
道
の
興
行
を

し
て
い
た
ら
し
い
。
随
っ
て
彼
の
名
は
番
附
以
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。

	

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
尼
野
は
、
蠟
燭
屋
を
本
業
と
し
て
い
た
と
い
う
。
興
行
界
に
身
を

置
い
て
い
る
が
、「
番
附
以
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
本
文
に
あ
る
弁
天
座
の
改
称
年
代
は
「
明
治
十
一
年
の
十
月
」
と
記
さ
れ
て
い
る

が
、
実
際
に
は
、
明
治
九
年
十
一
月
で
あ
り
、「
尼
野
吉
郎
右
衛
門
」
も
吉
郎
兵
衛
の
間

違
い
で
あ
る
な
ど
、
事
実
関
係
に
誤
り
が
あ
る
。

⑨　

演
劇
改
良
会
は
、
政
治
家
・
文
学
者
で
あ
る
末
松
謙
澄
（
一
八
五
五
～
一
九
二
〇
）

が
中
心
と
な
り
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
に
東
京
で
創
立
し
た
。
当
時
の
会
員
は
、

福
地
源
一
郎
、
外
山
正
一
、
依
田
学
海
な
ど
の
識
者
を
は
じ
め
と
し
、
政
界
や
財
界
の

名
士
が
加
わ
っ
て
い
た
。
こ
の
会
の
趣
意
は
、
こ
れ
ま
で
の
演
劇
の
弊
風
を
改
め
る
こ

と
、
そ
し
て
脚
本
家
の
地
位
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
演
劇
や

音
楽
会
な
ど
に
対
応
で
き
る
新
劇
場
を
建
設
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
歌
舞
伎

の
高
尚
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
洋
風
の
劇
場
を
建
設
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て

い
た
。

⑩　

福
地
源
一
郎
は
、
医
師
の
福
地
苟
庵
の
子
と
し
て
、
長
崎
で
生
ま
れ
た
。
漢
学
・
蘭



九
六

学
な
ど
を
学
ん
だ
後
、
幕
府
の
使
節
の
一
員
と
し
て
渡
欧
し
、
明
治
期
以
降
も
政
府
の

使
節
団
に
と
も
な
っ
て
洋
行
し
た
。
一
八
七
四
年
に
『
東
京
日
日
新
聞
』
に
入
社
し
、

数
多
く
の
論
説
・
記
事
を
執
筆
し
た
。
演
劇
改
良
会
に
参
加
し
、
の
ち
に
歌
舞
伎
の
脚

本
も
執
筆
す
る
な
ど
、
劇
作
家
と
し
て
も
活
動
し
た
。

⑪　

高
原
弘
造
「
歌
舞
妓
座
竣
工
報
告
」（『
建
築
雑
誌
』
第
三
十
二
号
、
造
家
学
会
、
明

治
二
十
二
年
八
月
）
参
照
。

⑫　

歌
舞
伎
座
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
伊
原
敏
郎
『
明
治
演
劇
史
』（
早
稲
田
大
学
出
版

部
、
一
九
三
三
年
）
参
照
。

⑬　

祇
園
座
は
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
十
一
月
に
新
築
開
場
し
た
劇
場
で
あ
る
。

『
朝
日
新
聞
』（
明
治
十
八
年
十
一
月
十
日
付
）
に
は
、「
御
殿
風
の
構
造
に
て
表
二
階
の

左
右
に
は
翠み

簾す

を
垂
れ
軒
に
は
古
風
な
る
鉄
製
の
燈
籠
八
個
を
吊
り
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
同
座
に
つ
い
て
は
、
日
置
貴
之
「
京
都
・
祇
園
座
設
立
の
経
緯
と
そ
の
意
義
」（
東

京
大
学
国
語
国
文
学
会
編
『
國
語
と
國
文
學
』
第
九
十
四
巻
、
二
〇
一
七
年
八
月
）
に

詳
し
い
。

⑭　
『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
明
治
二
十
三
年
五
月
二
十
三
日
付
）。

⑮　

徳
永
高
志
『
芝
居
小
屋
の
二
十
世
紀
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
九
年
）
参
照
。

⑯　

国
立
劇
場
近
代
歌
舞
伎
年
表
編
纂
室
編
『
近
代
歌
舞
伎
年
表　

大
阪
篇　

第
一
巻
』

（
八
木
書
店
、
一
九
八
六
年
）、
同
編
『
近
代
歌
舞
伎
年
表　

大
阪
篇　

第
二
巻
』（
同
、

一
九
八
七
年
）
参
照
。

⑰　
『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
明
治
二
十
七
年
五
月
十
日
付
）。

⑱　
『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
明
治
二
十
七
年
五
月
十
一
日
付
）。

⑲　
『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
明
治
二
十
七
年
五
月
十
四
日
付
）、『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
明
治
二

十
七
年
五
月
十
五
日
付
）。

⑳　

春
木
座
に
つ
い
て
は
、
文
京
ふ
る
さ
と
歴
史
館
編
『
平
成
八
年
度
特
別
展
図
録　

本

郷
座
の
時
代
―
記
憶
の
な
か
の
劇
場
・
映
画
館
―
』（
文
京
区
教
育
委
員
会
、
一
九

九
六
年
）
参
照
。
東
京
の
本
郷
春
木
町
に
あ
っ
た
春
木
座
は
、
も
と
は
奥
田
座
と
称
し
、

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
開
場
し
た
。
春
木
座
と
改
称
し
た
後
、
明
治
二
十
三 

年

（
一
八
九
〇
）
六
月
に
、
近
隣
か
ら
出
火
し
た
火
事
が
も
と
で
焼
失
し
た
が
、
そ
の
後
、

建
築
家
の
河
合
浩
蔵
の
設
計
に
よ
り
、
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
十
二
月
に
新
築
開
場

し
た
。
煉
瓦
造
三
階
建
で
、
外
壁
は
石
張
り
の
洋
風
建
築
の
劇
場
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
劇
場
も
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
三
月
に
、
付
近
か
ら
出
た
火
事
で
再
び
全

焼
し
、
三
十
二
年
七
月
に
再
建
さ
れ
て
開
場
し
た
。

㉑　
『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
明
治
二
十
七
年
五
月
二
十
四
日
付
）。

㉒　

尼
野
源
二
郎
に
つ
い
て
は
、
石
上
欽
二
編
『
尼
野
源
二
郎
』（
尼
野
源
二
郎
紀
念
志
刊

行
会
、
一
九
二
一
年
）
参
照
。
同
書
の
「
追
懐
」
の
項
に
は
、
本
田
増
次
郎
（
米
国
文

学
博
士
）
が
記
し
た
「
弁
天
座
と
尼
野
君
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
源
二
郎
は
、
明
治

二
十
五
年
十
月
に
、
大
阪
市
南
区
玉
屋
町
に
分
家
し
て
い
る
。
弁
天
座
の
経
営
に
関
わ

っ
た
源
二
郎
は
、
そ
の
後
、
明
治
三
十
四
年
か
ら
大
正
二
年
に
か
け
て
材
木
商
を
営
み
、

そ
の
間
、
大
正
元
年
十
二
月
に
株
式
会
社
大
阪
ホ
テ
ル
を
創
立
し
て
専
務
取
締
役
に
就

き
、
三
年
に
は
大
阪
土
地
建
物
株
式
会
社
を
創
立
し
て
取
締
役
と
な
っ
た
。
こ
の
ほ
か

に
も
、
ホ
テ
ル
、
水
力
電
気
株
式
会
社
、
化
学
工
業
株
式
会
社
を
創
立
す
る
な
ど
、
多

く
の
事
業
を
て
が
け
た
。

㉓　
『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
明
治
二
十
七
年
九
月
十
九
日
付
）。

㉔　
『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
明
治
二
十
七
年
十
月
七
日
付
）。

㉕　

早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
所
蔵
。
資
料
番
号
〇
一
六

－

一
九
三
一
。

同
図
は
、
早
稲
田
大
学
文
化
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

㉖　

櫓
に
つ
い
て
は
、
服
部
幸
雄
『
大
い
な
る
小
屋　

江
戸
歌
舞
伎
の
祝
祭
空
間
』（
一
九

八
六
年
初
出
、
講
談
社
、
二
〇
一
二
年
）
参
照
。
江
戸
時
代
、
櫓
は
幕
府
か
ら
興
行
の

許
可
を
得
て
い
る
印
で
あ
っ
た
。
な
お
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
開
場
し
た
東

京
の
新
富
座
は
、
江
戸
時
代
の
劇
場
様
式
や
設
備
を
見
直
し
て
改
革
し
、
そ
の
際
、
櫓



九
七

を
取
り
外
し
た
。

㉗　

尼
野
貴
之
は
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）、
尼
野
吉
郎
兵
衛
の
長
男
と
し
て
、
大
阪
市

南
区
東
櫓
町
に
生
ま
れ
た
。
貴
之
に
つ
い
て
は
、
小
泉
幾
太
郎
編
『
日
本
之
勝
景　

一

名
帝
国
美
観
』（
帝
国
地
史
編
纂
所
、
一
九
〇
二
年
）
に
中
西
利
八
編
『
財
界
フ
ー
ス
ヒ

ー
』（
通
俗
経
済
社
「
財
界
フ
ー
ス
ヒ
ー
」
刊
行
会
、
一
九
三
一
年
）、
河
竹
繁
俊
『
日

本
の
演
劇
』（
東
京
堂
、
一
九
四
二
年
）
に
詳
し
い
。『
財
界
フ
ー
ス
ヒ
ー
』
に
よ
る
と
、

「
父
の
歿
後
弁
天
座
並
に
併
せ
て
一
時
角
座
の
経
営
に
当
る
当
時
劇
場
経
営
法
の
秩
序
な

く
内
部
の
腐
敗
紊
乱
其
極
に
達
し
居
れ
る
を
慨
し
之
が
整
理
改
造
を
断
行
し
以
て
時
流

に
適
合
せ
し
め
面
目
を
一
新
せ
り
之
が
為
め
衰
頽
せ
し
道
頓
堀
各
劇
場
漸
次
殷
賑
に
赴

き
斯
道
の
開
発
に
貢
献
す
る
所
多
し
」
と
あ
る
。

㉘　

中
村
儀
右
衛
門
の
履
歴
書
と
経
歴
に
つ
い
て
は
、
前
掲
稿
註
⑤
、
拙
稿
「
梅
田
の
「
大

阪
歌
舞
伎
」
―
明
治
三
十
一
年
に
開
場
し
た
新
築
劇
場
―
」（『
大
阪
都
市
遺
産
研

究
』
第
三
号
、
関
西
大
学
大
阪
都
市
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
三
年
三
月
）、
拙
稿

「
明
治
期
以
降
に
お
け
る
大
阪
の
劇
場
建
設
と
大
工
・
中
村
儀
右
衛
門
―
履
歴
書
を
て

が
か
り
と
し
て
―
」（『
関
西
大
学
な
に
わ
大
阪
研
究
』
第
一
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

参
照
。

㉙　

新
修
大
阪
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
新
修　

大
阪
市
史　

第
六
巻
』（
大
阪
市
、
一
九
九

四
年
）
参
照
。

㉚　

国
立
劇
場
近
代
歌
舞
伎
年
表
編
纂
室
編
『
近
代
歌
舞
伎
年
表　

大
阪
篇　

第
一
巻
』

（
八
木
書
店
、
一
九
八
六
年
）
参
照
。

㉛　

日
置
貴
之
『
変
貌
す
る
時
代
の
な
か
の
歌
舞
伎　

幕
末
・
明
治
期
歌
舞
伎
史
』（
笠
間

書
院
、
二
〇
一
六
年
）
参
照
。
こ
の
角
の
芝
居
の
建
設
時
に
は
、
大
工
が
東
京
の
新
富

座
を
実
地
に
調
査
し
た
と
い
う
。

主
な
参
考
文
献

　

・
須
田
敦
夫
『
日
本
劇
場
史
の
研
究
』（
相
模
書
房
、
一
九
五
七
年
）

　
・
山
口
廣
一
「
明
治
以
降
の
大
阪
劇
壇
」（『
毎
日
放
送
文
化
双
書
十
一　

大
阪
の
芸
能
』

毎
日
放
送
、
一
九
七
三
年
）

　

・
中
村
達
太
郎
著
、
太
田
博
太
郎
・
稲
垣
栄
三
編
『
日
本
建
築
辞
彙
〔
新
訂
〕』（
中
央

公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
一
年
）

　

・『
テ
ー
マ
展　

南
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
リ
ー
ズ
第
十
一
回　

瓦
版
に
み
る
幕
末
大
坂
の

事
件
史
・
災
害
史
』（
大
阪
城
天
守
閣
、
二
〇
一
一
年
）

　

・
永
井
聡
子
『
劇
場
の
近
代
化
―
帝
国
劇
場
・
築
地
小
劇
場
・
東
京
宝
塚
劇
場
―
』

（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
四
年
）

〔
付
記
〕
二
〇
一
六
年
四
月
の
関
西
大
学
な
に
わ
大
阪
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
置
後
、
二
〇
一

七
年
四
月
か
ら
二
〇
一
八
年
三
月
ま
で
同
セ
ン
タ
ー
の
非
常
勤
研
究
員
と
し
て
在
籍
し

た
。
そ
の
間
、「
大
阪
の
劇
場
大
工　

中
村
儀
右
衛
門
資
料
」
の
調
査
研
究
に
従
事
し
、

そ
の
成
果
と
し
て
本
稿
を
執
筆
し
た
。
調
査
研
究
の
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
関
西

大
学
な
に
わ
大
阪
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
な
ら
び
に
セ
ン
タ
ー
長
杉
本
貴
志
教
授
に

心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

	

　

ま
た
、
資
料
の
掲
載
を
御
許
可
い
た
だ
い
た
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館

へ
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。




